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Tashiro Baiyaku flourished in Tashiro territory, an enclave of So family's 
Tsushima domain during the mid-Edo period. In Tsushima domain peasants 
were forced to concentrate on agricultural work, being prohibited from 
engaging in commerce and industry. Yet, they sold patent medicine as peddlers 
without permission and gradually extended their drug peddling areas. 
Eventually they were permitted to engage in peddling outside of Tsushima 
domain and rapidly expanded their peddling business around Kyushu from the 
late Edo period to the early Meiji period. Their business continued to survive 
during the period of Taisho, the early Showa, and the World War II despite 
strict governmental measures and heavy taxes on patent medicine, enlarging 
their peddling areas not only to all over Japan but also to foreign countries. 
However, the demand for household deposit medicine has dropped since the 
period of rapid economic growth in the 1960s. The patent medicine business is 















とする朝鮮からの渡来説等といった、いくつかの口碑・伝説がある（長, 1957, p.13, 
小林, 1960, p.170; 木原, 1969, p.259）。しかし、現在のところ根本的な資料・史
料の類いが発見されておらず、定説といえるものはない（長, 1957, p.3; 小林, 





る（木村, 1969, p.260）。 
  例えば、『対馬万松院文庫』の文書 や、文政 6 年（1823）の原家所蔵の文書に
よれば、宝暦 3 年（1753）に（文献によってその居住地が小倉村、瓜生野町、幡
崎村と異なる記録がある）庄屋の順右衛門が売薬を始めたとある（長, 1957, p.12; 
小林, 1960, p.185; 小林, 1972, p.39）。また、鳥栖市教育委員会編（2009）によれ










































売薬が始められたのは江戸時代中頃である（吉岡, 2011, p.63）。 
  まず富山売薬の成立起源についてだが、天和 3 年（1683）より後、江戸時代中




れている（仁ヶ竹, 2002, p.2; 幸田, 2015, pp.50-51）。 
  次いで大和売薬だが、行商による売薬が始まったのは江戸時代中頃である（吉
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め、田代領はもっぱら対馬藩の穀倉的な性格を有していた（小林, 1960, p.308）。 
 江戸時代中期の元禄期（1688〜1704 年）を成立起源とする富山売薬業（植村, 









 対馬藩は、慶長 8 年（1614）の己酉約条によって朝鮮貿易という特権を得ると
ともに、徳川幕府の保護助成を受け、藩財政はこの朝鮮貿易に大きく依存してい
た（長, 1957, p.15）。そうした中、対馬藩庁は、宝暦 11 年（1761）正月 15 日付
で「壮年の者売薬差止」を、翌 12 年（1762）4 月 7 日付で「郷村に於ける売薬










る（久保山, 1936, p.6; 古谷・椎名, 1991, p.44）。 
 このように対馬藩では農村での商工業を制限し、勧農政策を推奨していたが、
本国対馬の城下町である厳原（いずはら）と、田代領の両町（田代・瓜生野）に






















































売りのようなものであった（小林, 1972, p.40; 長, 1957, p.6）。小林（1999）によ
れば、こうした大庄屋廻しやその後の一般的な行商といった販売方法は、近江日
野や大和売薬等にもみられ、いずれも富山売薬人との接触から学んだものである
という（小林, 1999, p.287）。 
 田代領においては、売薬発生以前に朝鮮・大陸から薬種・薬法が伝来したり、
古くからの家伝薬・秘伝薬が領民の間に存在したりして、売薬は誰が創製したと

































わせた膏薬といったものも作られた（小林, 1999, pp. 281-282）。それ以外にも、
原料の仕入れや薬袋の製作と印刷等の作業も製薬の合間に行われた。こうした家
庭内での製薬と行商による販売が一体化しない時代が明治期まで続いた（小林, 
1999, pp. 277-279, 287）。 
  
4. 江戸期における行商圏の構築と競合関係 








7 割は農業、残りは雑業に携わっていたという（小林, 1960, p.254）。 
このように享保の大飢饉を契機として、長崎街道筋の郷町はもとより郷村の農
民は、農閑余業として商工業に従事したり、売薬行商したりするようになった（小





売薬制度が定められた。この制度は、１年間の運上銀は 600 匁、株数 50 株、元






販路を拡大していった（小林, 1960, p.128）。ちなみに、明治 2 年（1869）の田代
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得意」と呼んだ（鳥栖市教育委員会編, 2009, p.119; 鳥栖市役所編 1982, p.828）。 
こうした売薬業の飛躍的発展の背景には、「大戦景気」の到来（明治 43 年〜大
正 8 年）、「スペイン風邪」の流行（大正 7〜8 年）、「売薬印紙税」の廃止（大正










すり博物館編, 1999, p.38）、大正 12 年（1923）、肥前売薬同業組合の設立を契機
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堀井, 1961, p.168）。 








へと追い込んだ（中冨記念くすり博物館編, 1999, p.39；南都経済研究所編, 2012a, 
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済不況が続く中勃発した昭和 5 年（1930 年）の「農業恐慌」は、農村に深刻な金
詰まりを引き起こした。そうした大正末期から昭和初期にかけて肥後売薬行商（配




た（久保山, 1957, pp.117-118）。 
















るため、配置従事者（旧来の行商人）は、得意先廻りの回数を年 1 回から 2 回に




昭和 20 年代後半から昭和 30 年代前半にかけて、各地の配置従事者の競争が激化
し、再び新掛けなどによる重置・八重入がみられるようになった。 
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